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文教・科学技術施策の進展●平成15年度の展望

④
映
画
振
興
へ
の
支
援

研
修
へ
の
支
援
、
海
外
の
新
進
芸
術
家
を
招
へ
い
す

る
な
ど
の
「
新
進
芸
術
家
奨
学
制
度
」
、
新
進
芸
術
家
に

発
表
の
場
を
提
供
す
る
「
新
進
芸
術
家
の
発
表
の
機
会

の
確
保
」
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
指
導
者
を
海
外
か

ら
招
へ
い
す
る
「
優
秀
指
導
者
特
別
助
成
」
を
開
始
し
、

世
界
に
羽
ば
た
く
新
進
芸
術
家
の
養
成
を
図
る
。

ま
た
、
我
が
国
に
お
け
る
現
代
舞
台
芸
術
の
拠
点

で
あ
る
新
国
立
劇
場
に
お
い
て
は
、
我
が
国
の
次
代

の
芸
術
界
を
担
う
創
造
性
豊
か
で
、
世
界
に
通
用
す

る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、
平
成
一
0
年
度
か
ら
オ

ペ
ラ
研
修
、
一
三
年
度
か
ら
バ
レ
エ
研
究
を
実
施
し

て
い
る
。

映
画
は
、
国
民
の
多
く
に
支
持
さ
れ
親
し
ま
れ
て

い
る
総
合
芸
術
で
あ
り
、
海
外
に
日
本
文
化
を
発
信

①
次
世
代
伝
統
文
化
継
承
事
業

④
「
文
化
芸
術
に
よ
る
創
造
の
ま
ち
」
支

援
事
業
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文
化

①
文
化
体
験
プ
ラ
グ
ラ
ム
支
援
事
業

②
本
物
の
舞
台
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の

確
保

,1 
用
の
た
め
の
事
業
を
支
援
す
る
。

文

化

政

策

文
化
は
人
々
に
感
動
や
生
き
る
喜
び
を
も
た
ら
し
、

人
生
を
豊
か
に
す
る
上
で
大
き
な
力
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
果
た
す
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
文
化
の
一
層
の
振
興
を
図
り
、
文
化
を

大
切
に
す
る
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

文
化
庁
で
は
、
平
成
一
三
年
末
に
成
立
し
た
文
化

芸
術
振
興
基
本
法
、
昨
年
―
二
月
に
閣
議
決
定
を
行

っ
た
「
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」

を
踏
ま
え
、
施
策
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
平
成
一
五
年
度
予
算
で
は
「
文
化
芸
術
立
国

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
「
文
化
芸
術
創
造
プ

ラ
ン
（
新
世
紀
ア
ー
ツ
プ
ラ
ン
）
」
の
推
進
及
び
「
『
日

本
文
化
の
魅
力
』
発
見
•
発
信
プ
ラ
ン
」
の
創
設
を

図
る
な
ど
、
対
前
年
度
一
八
億
円
（
一
・
九
％
）
増

と
な
る
総
額
一
0
0
三
億
円
を
計
上
し
、
文
化
庁
創

設
以
来
初
め
て
一
0
0
0
億
円
を
突
破
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

③
芸
術
家
等
の
養
成

①
芸
術
創
造
活
動
へ
の
支
援

文
化

芸
術
創
造
活
動

多
彩
で
豊
か
な
芸
術
を
生
み
出
す
源
泉
は
、
芸
術

家
や
芸
術
団
体
の
自
由
な
発
想
に
基
づ
く
創
造
活
動

に
あ
る
。
文
化
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
創
造
活
動
を
側

面
か
ら
支
援
す
る
観
点
に
立
ち
、
芸
術
創
造
活
動
の

活
性
化
の
た
め
の
環
境
の
整
備
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
る
。我

が
国
の
文
化
芸
術
の
振
興
を
図
る
た
め
に
、
「
世

界
水
準
の
芸
術
家
」
「
世
界
に
羽
ば
た
く
新
進
芸
術

家
」
「
感
受
性
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
」
の
育
成
を
総
合

的
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
一
四
年
度
に

創
設
し
た
「
文
化
芸
術
創
造
プ
ラ
ン
（
新
世
紀
ア
ー

ッ
プ
ラ
ン
）
」
に
よ
る
文
化
芸
術
創
造
活
動
へ
の
支
援

を
引
き
続
き
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
特
殊
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
に
お
い

て
も
、
芸
術
文
化
振
興
基
金
の
運
用
益
な
ど
に
よ
り
、

安
定
的
・
継
続
的
に
多
様
な
芸
術
文
化
活
動
に
対
し

一
五
年
度
予
算
で
は
、
海
外
映
画
祭
へ
の
出
品
等
支

援
、
新
人
監
督
や
若
手
シ
ナ
リ
オ
作
家
の
作
品
の
製

作
支
援
、
子
ど
も
た
ち
が
映
画
館
等
で
映
画
を
見
る

機
会
の
増
大
の
た
め
の
普
及
事
業
な
ど
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

文
化
庁
で
は
、
昨
年
五
月
か
ら
「
映
画
振
興
に
関

す
る
懇
談
会
」
に
お
い
て
、
優
れ
た
映
画
の
製
作
活

動
や
上
映
活
動
に
対
す
る
支
援
施
策
に
つ
い
て
幅
広

い
観
点
か
ら
検
討
い
た
だ
き
、
本
年
一
月
に
中
間
ま

と
め
を
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
映

画
の
振
興
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

平
成
一
五
年
度
は
、
以
下
の
事
業
を
中
心
と
し
て
、

地
域
に
お
け
る
文
化
活
動
を
総
合
的
に
支
援
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
土
・
日
曜

日
な
ど
に
お
い
て
、
学
校
、
文
化
施
設
等
を
拠
点
と

し
、
茶
道
、
華
道
、
日
本
舞
踊
、
伝
統
音
楽
、
郷
土

芸
能
な
ど
を
計
画
的
・
継
続
的
に
体
験
・
習
得
で
き

る
機
会
を
提
供
す
る
事
業
な
ど
を
行
う
。

ま
た
、
地
域
に
お
い
て
、
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た

祭
礼
行
事
、
民
俗
芸
能
、
伝
統
工
芸
等
の
個
性
豊
か

な
伝
統
文
化
の
継
承
•
発
展
を
図
る
た
め
、
伝
統
文

コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
ゲ
ー
ム
ソ

フ
ト
な
ど
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
創
作
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
優
れ
た
作
品
の
顕
彰
、
発
表
及
び
鑑

賞
の
場
を
提
供
す
る
「
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
」
、

ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
創
造
活
動
に
役
立
つ
各
種

の
情
報
や
作
品
発
表
の
場
な
ど
を
提
供
す
る
「
メ
デ

ィ
ア
芸
術
プ
ラ
ザ
」
(

h

ttp://pl
a:z
a.bunka.g
o.j
p
)
を

引

き

続

き

実

施

す

る

。

｀

ま
た
、
映
画
芸
術
の
振
興
を
図
る
た
め
、
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
映
画
製
作
に
対
す
る
重
点
支
援
を
開
始
す

る
と
と
も
に
、
優
秀
映
画
の
顕
彰
、
作
品
の
上
映
や

映
画
製
作
、
映
画
祭
等
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き

実
施
す
る
。

多
彩
で
豊
か
な
芸
術
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め

に
は
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
優
秀
な
人
材
を
得
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
「
文
化
芸
術
創
造
プ

学
校
や
公
立
文
化
会
館
な
ど
に
お
い
て
、
子
ど
も

た
ち
が
優
秀
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
文
楽
等
の
舞
台
芸

術
や
伝
統
芸
能
に
直
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
感

受
性
豊
か
な
人
間
と
し
て
の
育
成
を
図
る
。

市
町
村
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
年
間
を
通
じ

て
多
様
な
機
会
に
多
種
の
文
化
に
ふ
れ
あ
い
体
験
す

る
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
・
実
施
す
る
モ
デ

ル
事
業
を
支
援
す
る
。

全
国
の
文
化
水
準
の
向
上
を
図
る
た
め
、
地
域
に

お
け
る
文
化
芸
術
活
動
の
環
境
醸
成
と
人
材
育
成
及

び
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
文
化
活
動

の
活
性
化
を
図
る
。

こ
の
ほ
か
、
「
学
校
の
文
化
活
動
の
推
進
」
や
「
芸

術
情
報
プ
ラ
ザ
」
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と

も
に
、
全
国
規
模
の
文
化
の
祭
典
で
あ
る
「
第
一
八

回
国
民
文
化
祭
」
(

1

0

月
四
日

1
二
ニ
日
山
形

県
）
、
高
校
生
の
芸
術
文
化
活
動
の
発
表
の
場
で
あ
る

②
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
振
興

て
助
成
を
実
施
し
て
い
る
。
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②
伝
統
文
化
を
支
え
る
人
材
養
成
・
確
保

「
第
二
七
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
，
一
（
八
月
八

日＇
l

―
二
日
福
井
県
）
を
実
施
す
る
。

国
語
は
、
国
民
生
活
に
直
接
関
係
し
、
我
が
国
文
化

の
基
盤
定
な
す
も
の
で
あ
り
、
時
代
の
変
化
や
社
会

の
進
展
に
応
じ
、
そ
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
適
切
に

検
討
し
、
必
要
な
改
善
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

平
成
一
四
年
―
一
月
に
は
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
文

化
審
饒
会
に
対
し
、
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ

る
国
語
力
に
つ
い
て
」
諮
問
さ
れ
、
現
在
、
文
化
審

試
会
国
語
分
科
会
で
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、

本
年
一
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
訊
論
を
「
客
該
経
過

の
概
要
」
と
し
て
ま
と
め
公
表
し
て
い
る
0

[
「
審
談

経
過
の
概
要
」
の
全
文
は
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
htt
p
:
/
/
w
w
w
.
b
u
n
k
a
.

g
o

.
j
p
)
に
掲
載
〗

ま
た
、
平
成
二
二
年
度
か
ら
、
相
手
や
場
面
に
応

じ
た
適
切
な
言
葉
遣
い
や
言
葉
に
よ
る
表
現
等
に
つ

い
て
、
各
界
の
著
名
入
等
定
講
師
に
招
い
て
、
親
と

子
が
共
に
参
加
し
、
語
~
合
う
拭
会
を
提
供
可
る
こ

と
で
、
言
薬
に
関
す
る
意
識
を
高
揚
さ
せ
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
た
事
業
を
実
抽
し
て
い
る
が
、
平
成
一

五
年
度
か
ら
は
「
『
言
薬
』
に
つ
い
て
考
え
や
体
験
事

業
」
と
し
て
、
参
加
者
の
範
囲
を
、
拡
た
し
て
冥
旅

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
文
化
庁
で
は
、
日
本
評
敦
育
の
一
層
の

批
遮
ょ
と
図
ふ
，
応
め
、
平
成
一
五
年
度
，
か
筐
執
た
に
、

国
宝
・
重
要
文
化
財
（
建
造
物
、
美
術
工
芸
品
）

ゃ
伝
統
的
建
造
物
群
を
適
切
に
保
存
し
、
次
世
代
に

継
承
す
る
た
め
、
計
画
的
な
保
存
佗
理
実
施
の
充
実

を
図
る
。
特
に
原
材
料
の
不
足
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

檜
皮
灘
屋
根
の
葺
替
え
に
つ
い
て
は
、
技
能
者
の
育

成
・
資
材
確
保
の
方
策
も
含
め
霊
点
的
に
取
り
組
む
。

防
災
に
閏
し
て
は
、
木
追
で
燃
え
や
す
い
国
宝
・

重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
を
火
災
の
披
害
か
ら
最
小

限
に
防
ぐ
た
め
、
防
火
、
消
火
等
の
防
災
施
設
を
設

置
し
、
あ
わ
せ
て
周
辺
環
境
の
保
全
等
の
充
実
を
図

る
。
ま
た
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）

を
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
特
に
現
存
す
る
建
追
物
か

ら
移
動
し
て
保
存
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
に
対
し

て
防
災
管
理
に
万
全
を
期
し
、
防
災
施
設
の
充
実
を

図
る
。
さ
ら
に
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
つ
い
て
は
、
木
造
建
造
物
が
集
中
す
る
な
ど
、
一

般
地
区
に
比
べ
て
防
災
上
危
険
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、

計
画
的
に
防
災
柿
設
の
整
備
を
図
忍
。

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
）

が
行
う
後
継
者
養
成
・
技
芸
練
磨
の
た
め
の
経
費
を

平
成
了
立
年
度
も
助
成
し
、
重
要
無
形
文
化
財
の
後

継
者
の
養
成
・
確
保
を
区
る
。

ま
た
、
文
化
財
の
保
存
に
欠
か
せ
な
い
伝
統
的
な

技
術
・
技
能
で
あ
7
3

選
定
保
存
技
術
の
伝
承
者
養
成

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
琺
日
本
語
支
授
コ
ー
デ

イ
ネ
ー
タ
の
研
修
な
ど
を
行
う
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
支
媛
・
椎
進
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
‘
[
日
本
語
教
育
支
援
総
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
。
シ
ス
テ
ム
」
の
充
実
，
改
善
、
日
本
語
教
育
実

態
胴
査
、
親
子
参
加
刑
素
の
日
本
語
敦
室
の
開
殷
、
日

本
語
能
力
試
験
及
び
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
独
立
行
政
法
人
国
立
国
語
研

究
所
に
お
い
て
日
本
語
教
育
に
係
る
胴
査
研
究
、
日

本
語
教
員
の
研
修
、
教
材
開
発
等
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

我
が
国
に
は
、
教
派
、
宗
派
、
教
団
と
い
っ
た
大

規
模
な
宗
教
団
体
を
は
じ
め
、
神
社
、
寺
院
教
会

等
の
粧
み
な
宗
敦
団
体
が
存
在
し
、
多
様
な
宗
敦
活

動
を
行
っ
て
い
る
（
宗
教
法
人
数
は
、
約
一
八
万
―
―
―

0
0
0
)
。

宗
敦
法
人
制
度
を
規
定
す
る
宗
教
法
人
法
〈
昭
和

二
六
年
に
公
布
・
施
行
）
の
目
的
は
、
一
定
か
宇
教

団
体
に
法
人
格
を
与
え
、
自
由
で
目
主
的
な
活
動
を

行
う
た
め
の
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
に
あ
る
。

平
成
七
年
の
宗
教
法
人
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

新
た
に
宗
教
法
人
に
義
務
付
け
ら
れ
た
事
務
所
備
付

け
書
類
の
所
轄
庁
へ
の
提
記
に
つ
い
て
は
、
平
成
一

0
年
よ
り
本
格
的
に
始
ま
っ
た
が
、
不
活
動
怯
入
定

峠
い
一
し
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
ぬ
宗
改
怯
人
が
昏
祖
提
出

個
人
に
つ
い
て
は

五
0
名
か
ら
五
三
名
に
、
団
体
に
つ
い
て
は
、
ニ
―

団
体
か
ら
ニ
ニ
団
体
に
抗
充
し
、
選
定
保
存
技
術
の

伝
承
者
の
養
成
・
確
保
を
図
る
。

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存
・
活
用
を
図
る
た

め
、
修
理
筈
の
塁
備
を
行
う
「
記
念
物
保
存
修
理
」

事
業
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、
史
跡
等
の
保
存
の
た

め
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
公
有
化
事
業
に
対
す
る

国
庫
補
助
の
充
実
を
図
る
。

埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
．
費
用
負
担
が
困
雖
な

個
人
住
宅
建
設
等
の
関
発
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
癸
掘

調
査
に
対
す
る
国
庫
袖
助
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
埋

蔵
文
化
財
保
護
と
開
発
事
業
と
の
調
整
の
円
滑
化
を

す
す
め
る
。

ア
イ
ヌ
の
入
々
の
民
族
と
し
て
の
誇
り
が
尊
重
さ

れ
る
杜
会
の
実
現
を
因
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ア

イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に
ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関
す

る
知
識
の
普
及
及
び
啓
発
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、
文
化
庁
に
お
い
て
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
に

関
す
る
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

平
成
一
五
年
度
予
算
で
も
、
①
ア
イ
ヌ
に
関
す
る

総
合
的
か
つ
実
践
的
な
研
究
の
推
進
、
②
ラ
ジ
オ
講

座
、
弁
論
大
会
等
の
ア
イ
ヌ
語
の
振
興
、
③
文
化
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
実
践
上
級
講
座
等
の
ア
イ
ヌ
文
化

①
ア
イ
ヌ
関
連
施
策
の
推
進

①
史
跡
等
の
保
存
整
備
・
活
用

m「
法
律
ル
ー
ル
」

の
整
備
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□文
化
財
の
保
存
修
理
等

経
費
を
計
上
し
て
い
る
。

宗
胃
政

語
施
策

訓
度
の
趣
旨
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
る
G

こ
の
書
類
提
出
訓
度
に
よ
っ
て
、
所
轄
庁
は
宗
敦

法
人
の
運
営
に
つ
い
て
継
続
的
に
賄
認
で
さ
る
よ
う

に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
不
活
動
宗
教
怯
入
の
実
態
把
握

が
可
能
に
な
っ
た
。
不
活
動
宗
教
怯
人
は
、
＇
＞
わ
ゆ

る
法
人
売
買
、
名
義
貸
し
な
ど
に
懇
用
さ
れ
社
会
的

問
題
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
灯
、
ひ
い
て
は
、

う
こ
と
に
な
る
た
め
、
文
化
庁
で
は
そ
の
整
理
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
と
も
、
関
係
者
の
一
尼
の
理
解
と
協
力
を
得
、

て
い

文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
、
文
化
鐙
の
正
し
い

理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
適
切
な
保
存
・
活
用
を

こ
の
た
め
、
文
化
庁
に
お
い
て
は
、
文
化
財
保
霰

に
基
づ
き
直
晏
な
文
化
財
に
つ
い
て
指
定
勢
を
行

り
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
文
化
財
を
大
切
に
保
存
じ
て

次
世
代
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
公
開
・

活
用
し
、
広
く
図
民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
、
次
の

よ
う
な
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

現
在
、
国
全
体
と
し
て
、
茄
咀
、
著
作
物
、
植
物

の
祈
品
種
な
ど
VI

「
知
的
財
産
」
を
重
視
し
て
い
こ

う
と
い
う
様
運
が
高
ま
る
中
で
、
政
府
は
「
知
的
肘

産
戦
略
会
醗
」
を
設
置
し
（
昨
年
二
月
）
、
「
知
的
財

産
戦
略
大
網
」
（
同
七
月
）
忍
決
定
、
さ
ら
に
、
'
―
―

月
に
は
「
知
的
財
産
晶
本
怯
」
が
成
立
し
た
へ
J

文
化
庁
で
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
動
き
の
中
で
示
さ

れ
た
知
的
財
産
戦
略
に
関
す
る
政
府
全
体
の
方
針
の

中
で
、
著
作
権
に
閃
係
す
る
部
分
を
以
下
の
五
つ
に

監
理
し
、
著
作
楢
政
策
を
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
る
。

我
が
国
の
著
作
権
法
制
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ソ
ト
へ

の
対
応
等
に
つ
い
て
批
界
最
高
と
言
っ
て
よ
い
水
準

に
あ
る
。
平
成
一
五
年
一
月
の
文
化
審
訊
会
著
作
権

分
科
会
の
報
告
に
お
い
て
は
、
映
画
の
著
作
物
の
保

設
期
間
の
延
長
な
ど
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
の
保
設
の
強

化
や
、
教
育
の
情
報
化
等
に
対
応
し
た
教
育
機
関
や

図
書
館
で
の
コ
ン
テ
ン
ツ
活
用
の
促
進
の
た
め
の
法

整
備
が
提
言
さ
れ
て
お
り
、
文
化
庁
で
は
、
こ
れ
を

受
け
て
法
整
備
の
準
備
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
C

さ
ら
に
、
今
後
の
法
律
几
ー
ル
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
，

利
害
が
対
立
す
る
関
係
業
界
綽
の
間
の
合
意
形
成
を

化
財
の
次
世
代
へ
の
継
承
。

発
展

。

/
‘
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著
作
権
等
の
侵
害
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
、
栓

利
者
自
ら
が
侵
害
の
事
実
を
苑
見
・
立
証
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
情
報
通
信
技
術
の
進
展
に
伴
う
著
作
物

等
の
創
作
，
利
用
形
態
の
多
様
化
が
進
む
に
従
い
、

9

権
利
侵
害
行
為
や
損
害
頷
の
立
証
な
ど
が
困
難
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
例
え
ば
、
平
成
ロ
一
年
に
は
、
著
作

権
侵
害
に
つ
い
て
訴
訟
を
行
う
際
の
栢
利
者
の
立
証

負
担
を
軽
減
す
る
よ
う
な
制
度
の
創
設
と
罰
則
の
強

化
を
行
っ
え
。
今
後
は
、
文
化
審
靡
会
著
作
権
分
科

会
の
報
告
を
受
け
て
、
「
侵
害
行
為
の
立
証
」
や
「
損

害
額
の
立
証
」
に
つ
い
て
、
権
利
者
の
立
証
負
担
を

さ
ら
に
軽
減
す
る
た
め
の
法
整
俯
の
準
備
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

①
独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館
・
美
術
館

等
の
充
実

①
文
化
情
報
の
シ
ス
テ
ム
化
の
推
進

65 

①
国
立
劇
場
。
新
国
立
劇
場
の
充
実

m新
た
な
国
立
文
化
施
設
等
の
整
備

①
「
司
法
救
済
制
度
」
の
充
実

＝⇒惹戸注二：一心ーこし

促
進
す
る
と
と
も
に
、
各
分
野
の
政
策
・
戦
略
奇
著

作
権
制
度
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
各
省
庁
か
ら
の
要
望

を
募
る
こ
と
等
に
よ
り
、
国
全
体
と
し
て
の
著
作
権

制
度
の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

①
新
し
い
「
ヒ
ジ
ネ
ス
モ
テ
ル
」
の
開
発
を
支
援

日
本
発
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
国
際
的
に
も

注
目
さ
れ
て
い
る
一
，
着
メ
ロ
」
の
よ
う
な
、
「
契
約
シ

ス
テ
ム
」
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
技
術
」
「
自
動
課
金
シ

ス
テ
ム
」
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
新
し
い
「
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
一
「
流
通
シ
ス
テ
ム
」
の
開
諮
を
稜
極
的
に

支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、
、
1
ン
タ
ー
ネ
ヅ
ト
上
で
い

つ
で
も
誰
で
も
「
権
利
者
」
「
利
附
者
]
と
し
て
参
加

し
、
独
自
の
条
件
で
著
作
物
の
利
用
契
約
が
で
き
る

「
バ
ー
チ
ャ
ル
肯
作
物
マ
ー
ケ
！

K

ト
一
の
笑
証
実
験
を

平
成
一
五
年
度
に
行
う
。

②
「
契
約
｀
ン
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
支
援

す
べ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
等
に
お
い
て
は
「
契

約
誉
」
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
我
が
国
に
は
文
嘗
に

ス
タ
ン
ダ
？
i
ド
な
契
約
書
の
開
発
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
契
約
内
容
の
図
示
な
ど
も
含
め
、
誰
で
も

簡
便
に
契
約
が
で
き
る
「
契
約
シ
ス
テ
ム
」
の
開
癸

を
遮
め
て
い
る
。

③
「
自
由
利
用
マ
ー
ク
」
の
策
定

著
作
者
が
、
自
分
の
著
作
物
を
他
入
に
使
っ
て
も

ビ
っ
て
も
1
口
い
と
存
え
｀
姐
惚
口
に
、
そ
の
意
思
を
哀

①
薔
作
権
教
育
」
の
充
実

①
「
円
滑
な
流
通
」
の
促
進

示
す
る
た
め
の
一
自
由
利
用
マ
ー
ク
」
を
策
定
し
た
。

こ
れ
は
「
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
，
コ
ピ
ー
，
無
料
配
布

O
K
マ
ー
ク
」
「
障
害
者
の
た
め
の
非
営
利
目
的

0
k

マ
ー
ク
」
「
学
校
敦
育
の
非
営
利
目
的
利
用

0
k
マ
ー

ク
」
の
三
檀
類
か
ら
な
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

合
に
応
じ
て
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
詳
細
は
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

「
国
際
的
課
題
」
へ

①
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
海
賊
版
対
策
の
強
化

近
年
、
音
楽
や
ゲ
！
；
＇
ム
ソ
フ
ト
等
、
我
が
匿
の
コ

シ
テ
ン
ツ
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
一
方
、
特
に
ア

シ
ア
地
域
に
お
い
て
、
そ
九
ら
の
海
賊
版
（
違
法
複

製
物
）
の
製
造
、
流
通
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
海
外
の
海
賊
版
対
策
に
お
い
て
は
、
我
が
国
の

楕
利
者
が
自
ら
侵
害
発
生
地
に
お
け
る
民
事
・
刑
事

の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
対
抗
措
置
を
講
す
る
た
め

の
環
椀
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
侵
害

の
多
い
国
に
対
し
て
，
‘
二
国
間
、
多
同
間
の
枠
組
み

を
通
じ
て
法
整
備
や
取
締
り
強
化
の
要
請
を
行
う
と

と
も
に
、
咋
年
八
月
に
設
立
さ
れ
た
民
間
組
織
で
あ

る
一
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
海
外
流
通
促
進
械
構
]
‘
ン
．
—
-
連
携
協

力
し
て
、
官
民
合
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
派
遣
を
行
う
等
、

海
賊
版
対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
c

②
国
際
的
ル
ー
ル
づ
く
＼
り
へ
の
参
画
等

平
成
八
年
に

W
e
Tー
（
著
作
権
に
関
す
る
世
界
知

的
所
有
権
槻
関
条
約
）
及
び

W
F
F
T
（
実
演
及
び

し
コ
ー
ド
に
開
す
る
世
界
知
的
所
育
楕
板
間
条
約
／

国
立
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
文
化
発
信
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
の
高
度
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
国
立
国
際
美
術
舘
移
転
新
営
工
裏
及

び
九
州
国
立
博
物
館
（
仮
称
）
祈
営
工
事
を
引
き
続

き
進
め
、
平
成
一
五
年
度
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
全
国
的
な
公
募
展
や
大
型
企
画
晟
等
を
行

う
新
国
立
美
術
展
示
施
設
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
）
（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
建
設
工
事

を
推
進
す
る
。

国
立
劇
場
お
き
な
わ
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
劇

場
用
地
の
贈
入
等
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成
一
六
年

一
月
の
開
場
（
開
場
記
念
式
典

0

平
成
一
六
年
一
月

一
八
日
（
日
）
、
開
場
記
念
公
演

0

平
成
一
六
年
一
月

二
三
日
（
金
）
初
日
）
に
向
け
た
諸
準
備
等
を
推
進

す
る

C
国
立
博
物
館
・
美
術
館
で
は
、
我
が
回
に
お
け
る

芸
術
文
化
の
中
心
的
拠
点
と
し
て
優
れ
た
美
術
品
等

を
多
く
の
入
々
の
鑑
賞
に
供
す
る
な
ど
、
多
彩
な
活

動
を
展
開
し
て
お
り
、
展
覧
会
、
講
習
会
、
美
術
品

等
の
情
報
の
提
供
な
ど
、
国
民
に
対
し
て
提
供
す
る

が
採
択
さ
れ
る
等
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
晋
及
及
び

情
報
技
術
の
発
展
に
対
応
し
た
著
作
物
侶
護
の
国
際

的
な
鼠
論
が
進
ん
で
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

下
に
お
い
て
、
着
作
物
は
容
易
に
国
境
を
越
え
て
流

通
す
る
性
質
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、

ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
に

W
e
T
、
W
P
P
T
の
早
期

締
結
を
働
き
か
け
る
。
ま
た
、
現
在
W
I
P
O
で
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
視
聴
覚
的
実
濱
や
放
送
槻
関

に
関
す
る
新
条
約
の
議
論
を
批
進
す
る
た
め
に
蟄
極

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
、
著
作
物
の

「
創
作
手
段
」
「
刊
用
手
段
」
が
急
速
に
拡
大
，
延
口
及

し
て
い
る
た
め
、
著
作
椛
に
関
す
る
知
識
や
意
識
は
、

広
く
多
く
の
入
々
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
，
こ
の
た
め
「
著
作
権
教
育
」
の
充
実
は
、
極

め
て
重
要
な
分
野
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
新
学
習
指

這
寺
要
領
に
も
「
著
作
権
」
に
関
す
る
指
導
が
明
記
さ

れ
た
。
文
化
庁
で
は
従
来
か
ら
行
っ
て
き
た
、
著
作

権
に
関
す
る
鰯
説
瞥
の
中
学
生
へ
の
配
布
や
、
教
員

や
図
書
館
職
員
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
に
加
え
、

昨
年
度
は
、
敦
員
向
け
の
指
導
書
の
作
成
な
ど
も
含

め
、
著
作
控
敦
育
の
総
合
的
な
普
及
啓
発
事
業
で
あ

る
「
著
作
権
学
ほ
う
プ
ロ
ジ
ニ
ク
ト
」
を
実
植
し
た

平
成
一
五
年
度
は
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
施
策
を
推

進
寸
る
と
と
も
に
、
新
た
な
施
策
と
し
て
、
「
著
作
椛

妍
咤
指
定
佼
」
に
よ
己
「
著
作
楕
敦
育
の
臭
体
的
手

ナ`
．，・ビ

、
i
,

一
七
年
度
ま
で
の
五
年
間
の
中
期
計
画
を
作
成
し
実

施
し
て
い
る
。

今
後
、
昨
年
四
月
か
ら
導
入
し
た
、
小
中
学
生
の

平
常
展
観
覧
料
の
無
料
化
を
引
き
続
き
実
加
す
る
と

と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
9

1

ア
活
動
を
誰
進
し
て
い
く
な

ど
、
固
民
に
よ
り
親
し
ま
れ
る
美
術
館
・
博
物
館
を

目
摺
し
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
（

国
立
劇
場
で
は
、
歌
舞
伎
、
能
楽
、
文
楽
、
演
芸

な
ど
の
伝
統
芸
能
を
、
原
作
を
尊
重
し
た
正
し
い
形

で
公
開
す
る
と
と
も
に
、
伝
承
者
の
養
成
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
祈
国
立
関
場
で
は
、

オ
ペ
ラ
，
バ
レ
エ
，
蜆
代
舞
踊
，
演
制
な
ど
の
硯
代

舞
台
芸
術
の
公
演
、
実
演
家
の
養
成
な
ど
の
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

特
殊
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
（
平
成
一
五
年

1

0

月
に
独
立
行
政
法
入
化
予
定
）
に
よ
り
設
置
＇

管
理
さ
れ
て
い
る
国
立
劇
場
及
び
新
国
立
闊
場
は
、

我
が
国
の
舞
台
芸
術
の
拠
点
と
し
て
、
引
き
続
き
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
関
係
各
方
面
か
ら

期
待
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
連
営
の
充
実
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

国
立
博
物
館
等
が
収
蔵
す
る
文
化
財
・
美
術
品
に

関
す
る
情
報
、
国
立
削
場
・
新
国
立
闘
場
の
公
決
等
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②
芸
術
文
化
の
国
際
交
流
・
協
力

①
国
際
文
化
交
流
の
推
進

文
化
の
国
際
交
流
•
協
力

や
国
公
立
の
文
化
施
設
等
に
関
す
る
情
報
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
を
行
う
と
と
も
に
、
文
化
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
を
通
じ
て
情
報
提
供
を
行
う
。

昨
年
四
月
に
設
置
さ
れ
た
「
国
際
文
化
交
流
懇
談

会
」
（
座
長
1
1
平
山
郁
夫
東
京
芸
術
大
学
学
長
）
は
、

官
民
を
通
じ
た
国
際
文
化
交
流
を
総
合
的
、
計
画
的

に
進
め
る
上
で
の
理
念
や
具
体
的
方
策
な
ど
に
つ
い

て
本
年
三
月
に
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
た
。

内
容
と
し
て
は
、
①
今
、
な
ぜ
、
国
際
文
化
交
流

9

か
、
②
こ
れ
か
ら
の
国
際
文
化
交
流
の
四
つ
の
理
念
・

目
的
、
③
五
つ
の
基
盤
整
備
の
基
本
的
方
向
、
④
二

0
の
具
体
化
す
べ
き
施
策
な
ど
を
提
言
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
一
五
年
の
主
な
交
流
年
事
業
と
し
て
、

①
「
日
本
・

A
S
E
A
N
交
流
年
二
0
0
三
」
、
②

「
日
本
に
お
け
る
ト
ル
コ
年
」
、
③
「
ロ
シ
ア
に
お
け

る
日
本
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
幅
広
い
分
野
の
交
流
事
業
の
開
催
や
支
援
を
通

じ
て
、
日
本
文
化
を
総
合
的
に
発
信
す
る
。

国
際
的
な
芸
術
文
化
交
流
の
推
進
を
図
り
、
も
っ

て
我
が
国
文
化
の
向
上
と
振
興
に
資
す
る
た
め
、
世

界
的
な
芸
術
団
体
・
芸
術
家
の
参
加
を
得
て
「
舞
台

芸
術
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
す
る
と
と
も

に、

A
S
E
A
N
諸
国
等
と
の
二
国
間
交
流
の
推
進
、
．

オ
ペ
ラ
等
の
国
際
共
同
制
作
、
海
外
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
等
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
「
優
れ
た
芸
術
の
国

際
交
流
」
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
「
芸
術
家
奨
学
制
度
」
を
実
施
し
、
我
が
国

の
新
進
芸
術
家
に
海
外
で
の
研
修
の
機
会
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
海
外
の
新
進
芸
術
家
を
招
へ
い
す
る
。

各
国
の
文
化
財
を
不
法
な
輸
出
入
等
の
危
機
か
ら

保
護
す
る
た
め
、
我
が
国
も
「
文
化
財
の
不
法
な
輸

入
、
輸
出
及
び
所
有
権
移
転
を
禁
止
し
及
び
防
止
す

る
手
段
に
関
す
る
条
約
」
を
締
結
す
る
と
と
も
に
、

「
文
化
財
の
不
法
な
輸
出
入
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法

律
」
の
制
定
な
ど
を
行
っ
た
。
条
約
及
び
法
律
は
、

平
成
一
四
年
―
二
月
九
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
優
れ
た
文
化
財
を
広
く
海
外
に

紹
介
し
、
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、
日
本
古
美
術

品
に
よ
る
海
外
で
の
展
覧
会
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

平
成
一
五
年
度
は
、
日
中
友
好
条
約
締
結
二
五
周
年

を
記
念
し
て
中
国
歴
史
博
物
館
（
北
京
）
に
お
い
て
、

五
月
一
日
か
ら
六
月
一
五
日
（
予
定
）
ま
で
「
日
本

名
宝
展
」
（
仮
名
）
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
夏
に
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

立
美
術
館
（
シ
ド
ニ
ー
）
に
お
い
て
展
覧
会
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
我
が
国
の
文
化
財
の
世
界
遺
産
へ
の
登

①
文
化
財
の
国
際
交
流
・
協
力

，
録
及
び
そ
の
保
護
を
進
め
る
と
と
も
に
、
「
人
類
の
ロ

承
及
び
無
形
遺
産
の
傑
作
の
宣
言
」
や
、
現
在
検
討

を
進
め
て
い
る
、
無
形
遣
産
保
護
条
約
に
関
す
る
取

組

を

進

め

る

。

‘

ま
た
、
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
世
界
遺
産
等
文
化
財

保
護
協
力
推
進
事
業
」
と
し
て
、
財
団
法
人
ユ
ネ
ス

コ
・
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
遣
産
保
護
協
力
事

務
所
に
お
い
て
、
一
五
年
度
も
、
文
化
財
保
護
関
連

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、
文
化
財
保
護
計
画
の
策
定

等
の
研
修
、
世
界
遺
産
に
関
す
る
国
際
会
議
の
開
催

等
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
文
化
財
修
復
に
対
す
る
協
力

に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
専
門
的
知
見
、
技
術
等
を

生
か
し
た
国
際
協
力
を
行
う
た
め
、
昨
年
九
月
に
「
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
等
文
化
財
国
際
協
力
会
識
」
を
設
置

し
検
討
を
進
め
て
お
り
、
文
化
庁
が
中
心
と
な
り
、

関
係
機
関
相
互
の
有
機
的
連
携
を
図
り
つ
つ
、
所
要

の
支
援
を
適
切
に
行
っ
て
い
く
。
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▽
今
年
の
桜
は
観
測
史
上
最
も
早
い
開
花

日
を
記
録
し
た
昨
年
に
比
べ
、
例
年
並
み

に
戻
け
、
地
域
に
よ
っ
て
は
洞
開
の
桜
を

バ
ッ
ク
に
入
学
式
の
記
念
撮
影
を
さ
れ
た

学
校
等
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

、。

ぷ
ノ
ふ
“

▽
四
月
は
、
新
入
職
員
の
採
用
や
人
事
異

動
に
伴
う
転
勤
の
時
期
。
殴
ヶ
関
の
官
庁

街
で
も
、
「
新
入
」
と
い
う
雰
囲
気
の
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
新
吐
会
人
を
み
か
け
ま
す
。
が

ん
ば
れ
社
会
人
一
年
生
。

▽
公
立
校
の
完
全
学
校
週
五
日
制
が
ス
タ

ー
ト
し
て
か
ら
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
「
ゆ
と
り
」
を
与
え
、
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
こ
と
を
趣
旨
と
し
た
こ
の

制
度
、
各
小
・
中
・
高
等
学
校
で
も
新
た

な
件
日
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
さ
ま
さ
ま

な
取
組
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
今

編

集

コし＿＿―-ロ

役
も
特
色
の
あ
る
取
紺
事
例
等
を
本
誌
で

取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▽
中
央
敦
育
審
該
会
（
鳥
居
察
彦
会
長
）

は
三
月
二

0
日
敦
育
基
本
怯
の
見
直
し
を

求
め
る
「
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教

育
基
本
法
と
敦
育
振
興
基
本
計
画
の
在
り

方
に
つ
い
て
」
の
提
言
を
ま
と
め
、
逮
山

文
部
科
学
大
臣
に
答
車
し
ま
し
た
。
新
た

な
基
本
理
念
と
し
て
八
項
目
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
詐
し
く
は
五
月
号
の
特
集
及
び
五

月
臨
時
増
刊
号
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

▽
さ
て
、
今
月
号
は
「
文
教
・
科
学
技
術

施
策
の
進
展
」
の
特
冥
で
す
。
平
成
一
五

年
度
の
文
敦
科
学
行
政
の
展
望
を
教
育
、

科
学
技
術
、
学
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
一
読
く
だ
さ

ぃ

。

（

笹

）
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